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本書の特長と使い方 

本書は教員採用試験合格のための専用テキストであり、次のような方針で作成されてい

る。 

１．本書の構成 

このテキストは、本書一冊で初めて学習する人でも、無理なく合格に必要な知識を

身に付けられるよう、本試験における重要論点をわかりやすくまとめている。また講

義とトレーニング（問題集）に沿った構成となっており、関連する事柄はコントロー

ルタワーで確認できる。 

２．本書の使用法 

講義はコントロールタワーの進度に従い、このテ

キストに沿って進行する。講義では全体像の把握と

重要論点を理解するための解説に重点が置かれるの

で、必要に応じてテキストの細かな情報にも目を通

してほしい。また、学習した内容が本試験でどのよ

うに問われているのかを、トレーニング（問題集）

の該当問題を解いて必ず確認すること。 

 

３．本書の表記 

（1）「重要キーワード 暗記＆checkシート」について 

章の最後には、重要ワードのチェックリストを収載している。暗記ペンなどを使

用して復習し、記憶の定着がされているか、定期的にチェックしよう。 

 

（2）「学習指導要領」について 

本書中の「学習指導要領」は、特に記載がある場合を除いて、2017（平成29）年、

2018（平成30）年公示版学習指導要領のことを示す。 
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第1章 

教育論 
第1節 教育の意義／第2節 教授・学習理論／第3節 学習指導の形態と方法 

  

第1節 教育の意義  
  

1．教育の意義 

  

(1) 教育とは何か 

「教」…「上の施すところを下の効ところなり」 

大人が子どもに模範となるものを伝達すること。 

「育」…「子を養って善をなさしむ」 

子どもを正しい方向に導き、誤った方向に進みそうな子どもがいれば、

教え諭して正しい方向に導いて徳を実践させる。 

（『説文解字』より） 

原義としての教育は、模範の伝達であり、一般的に良、善、美、優、秀

とされるものについて、子ども達に教えていくということになる。 

 

(2) 教育の必要性 

ルソー※1は1762年、『エミール』の第1編冒頭部で次のように記している。 
   

『エミール』 

 

私たちは弱い者として生まれる。だから私たちには力が

必要だ。私たちは何ももたずに生まれる。だから私たち

には助けが必要だ。私たちは分別をもたずに生まれる。

だから私たちには判断力が必要である。生まれたときに

私たちがもっていなかったもので、大人になって必要と

なるものは、すべて教育によって与えられる。 

   

ルソーは、「大人になって必要なものはすべて教育によって与えられる」

として、教育の必要性・重要性を主張した。 

※1 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Jean-Jacques  

Rousseau・1712～1778） 

フランスの哲学者 
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ルソーの後に誕生したカント※2は、動物には生まれながらにして生きる

ために必要な本能が与えられているが、人間の誕生時、理性は「未開の状

態」であるため、理性を理性として開花させるための教育が必要であると

して、ルソーと同様、教育の必要性・重要性を説いている。 

『教育学（講義）』

※3 

「人間は教育されなければならない唯一の被造物である」

「人間は教育によってはじめて人間となることができる」 

(3) 野生児 

① アヴェロンの野生児 

アヴェロンの野生児は、フランスのアヴェロン地区コーヌの森で1797

年頃に発見され、1800年に保護された推定11～12歳の少年のことで、後

にヴィクトールと名づけられた。 

ヴィクトールは容姿、形態こそ人間そのものではあったものの、言語

の使用は不可能で、人間的な感情も示すことができず、医師のイタール※4

により5つの教育目標に基づいた訓練が施された。 

触覚・味覚・嗅覚の感覚機能の回復、思考の交換などの面では多少の

進歩がみられ、簡単な文章を理解したり書いたりできるようにはなった

ものの、言語を獲得したといえるレベルには達せず、また知的能力の発

達もあまりみられなかったため、イタールの訓練は失敗に終わった。 

 

② アマラとカマラ 

アマラとカマラ※5は、1920年インドの西ベンガル州ミドナプール近郊

の森で浮浪児のような姿で発見された、およそ1歳半と8歳の2人の少女（年

少の子がアマラ、年長の子がカマラ）のことであり、孤児院を営んでい

たジョセフ・シング牧師とその夫人に保護された。 

食べ物を手を使わずに直接口で食べたり、手を使って歩いたり、遠吠

えしたりと、オオカミに類似した行動や生活様式が見られたので、シン

グは彼女達がオオカミに育てられたと主張した。 

シング達の心血を注いだ養育によって、カマラは30個程度の単語を覚

えるなど少しずつ言語を習得したが、完全な人間性を獲得することはで

きず、アマラは保護から1年足らずに腎臓炎で、カマラは1929年に尿毒症

で死亡した※6。 

 

※2 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Immanuel Kant・1724～

1804） 

ドイツ観念論哲学の祖と

され、啓蒙思想家でもあ

った。 

 

※3 

1803年 

 

 

 

 

 

 

 

 

※4 

（ Jean Itard ・ 1774 ～

1838） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※5 

（Amala & Kamala） 

 

 

 

 

 

 

※6 

近年では、アマラとカマ

ラがオオカミに育てられ

たという説はシング牧師

の創作であったことが明

らかとなっており、彼女

たちは野性児ではなく自

閉症もしくは精神障害の

ために親から遺棄された

孤児だったと考えられて

いる。 
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(4) 意図的教育と無意図的教育 

意図的教育とは、学校教育のように児童・生徒に対して意図的・計画的

な働きかけを行う教育のことを指す。 

無意図的教育とは、気候・風土等の自然環境や社会的環境のように、意

図しないままにそれらが人間の変容に関わってくることを指す。教師の意

図しない行動様式や言葉遣いを身に付けるなど、学校現場でも行われてお

り、これらを潜在的カリキュラム（隠れたカリキュラム）という。 

 

(5) 訓育と教授・陶冶と学習の転移 

① 訓育と教授 

訓育とは、教材などは必要とせず〈教師―子ども達〉という関係による

教育作用のことをいい、教科外教育や徳育などがあたる※7。 

教授とは、教材を媒介として成立する教育作用のことをいい、教科教

育・知育などがあたる。 

実際の教育活動では訓育と教授を明確に分離して捉えることは難しく、

徳育と知育とが密接に関係し合っている。 

 

② 陶冶と学習の転移 

陶冶とは個人の生まれ持った性質や能力を育成させることであり、実

質陶冶と形式陶冶に分けて考えることができる。 

実質陶冶とは、学習する教材の内容そのものが、学習者に直接的な効

果をもたらすことをいう。 

≪例≫外国語を勉強する際の語彙や文法、発音の習得 

形式陶冶とは、学習内容の習得よりも、生活の中での思考力や態度に

影響を与えることをいう。 

≪例≫異文化に興味を持ち、日本語・日本文化への理解を更に深める 

 

なお、一度習得した知識や技能は、それに近接する他の知識や技能の

習得に効率的に作用する。これを学習の転移という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※7 

教師が訓話などを通じて

子ども達に道徳的な教育

を行う際など 
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第2節 教授・学習理論 
  

1．教授・学習理論の歴史 

  

(1) コメニウス以前 

教授学はソクラテス※1の「問答法」※2に始まるといわれる。 

「問答法」とは、相手に対して質問と回答とを重ねることによって、相

手の理性や考えを引き出し、無知を自覚させていくことである。 

中世ヨーロッパでは、教会学校と呼ばれる教会に附設する学校がつくら

れた。その中で初等教育を担ったのが唱歌学校で、読み、書き、計算、唱

歌、祈祷など、暗記を中心とした教育が行われた。 

また中等教育機関に相当したのが修道院学校であり、キリスト教僧侶の

修養所としての役割を担ったが、僧侶志望者だけではなく一般児童も学ん

でいた※3。 

(2) コメニウスの直観教授法 

コメニウス※4は1657年、『大教授学』において、金持ちのためのものであ

った当時の学校についての批判を行い、学校制度・学級・カリキュラム・

教科書など、教育上の基本的課題のすべてについて全面的な改革を提案し

た。 

またコメニウスは、感覚の伴わないものは理解できないとする「直観教

授法」を提唱し、従来の注入主義的な教授法を批判した。この理論はペス

タロッチやヘルバルトをはじめとして、後世に大きな影響を与えることと

なる。 

こうした理論に基づいて、1658年、コメニウスは世界で最初の子どもの

ための絵入り教科書『世界図会（絵）』を著した。この著書は子どもが知識

を習得しようとする時、言葉のみではなく、視覚という感覚に訴えて習得

することが効果的であるという思想に基づいている。 

(3) ルソーの消極教育 

ルソー※5の著書としては『エミール』※6が最も重要である。 

『エミール』 「万物をつくる者の手をはなれるときすべてはよいもの

であるが、人間の手にうつるとすべてが悪くなる」 

 

 

※1 

（ Sokrates・ B.C.469～

B.C.399） 

 

※2 

「産婆術」ともいう。 

 

※3 

読み、書き、計算、ラテ

ン語といった初等の教育

に加え、自由七科（三学

〈修辞学、文法、弁証法〉

と四科〈算術、天文学、

音楽、幾何学〉）を教授し

ていた。 

 

 

 

 

 

 

※4 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

（Johann Amos  

Comenius・1592～1670） 

現在のチェコ共和国の東

部生まれの教育思想家で

あり、近代教授学の祖と

呼ばれる。 

 

 

 

※5 

（Jean-Jacques  

Rousseau・1712～1778）

スイスのジュネーブ生ま

れ 

 

※6 

1762年。 

全5編で構成されており、

第1編はエミールの幼児

期、第2編、第3編は少年

期、第4編は青年期（ルソ

ーはこの時期を「第二の

誕生」と呼んでいる）、第

5編は結婚までとなってい

る。 
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『エミール』 「自然は子どもが大人になる前に子どもであることを望

んでいる。この順序をひっくりかえそうとすると、成熟

もしていない、味わいもない、そしてすぐに腐ってしま

う速成の果実を結ばせることになる」 

 

大人側からの強制的な教え込みを否定し、子どもの個性に合わせて発達

を援助し、子どもを子どもとして自然のあるがままに成熟させることの重

要性を説いた（消極教育）。そのため、『エミール』は「子どもの発見の書」

とも呼ばれている。 

子どもを子どもとして成熟させるために、発達段階とそれに基づく教育

課題を設定して、幼児期では感覚訓練、少年期では知育、青年期では徳育

が、それぞれにふさわしい課題であるとした。 

また教育の方法として、「人間による教育」※7と「事物による教育」※8

を「自然による教育」※9に合致させる教育を唱え、これを「合自然の原理」

とした。 

(4) ペスタロッチの教育論 

ペスタロッチ※10はフランス啓蒙主義、特にルソーの影響を受けて法律家

となることを考えたが、農業改革家として生きる決意をする。しかしチュ

ーリヒ郊外に農場を開いたものの失敗し、この間貧しい農民の子どもたち

を相手に労働と教育とを一体とする活動（貧民学校）を営んだが、これも

挫折した。 

やがて彼の関心は教育に向けられ、1780年、『隠者の夕暮』を著した。 

『隠者の夕暮』 「玉座の上にあっても木の葉の屋根の蔭に住まっても同

じ人間、その本質からみた人間、一体彼は何であるか」 

 

ペスタロッチは人間平等の精神に基づいて、初めて民衆の子どもを教育

の対象として位置付けた。 

また、「家庭の幸福は、最もよき、もっとも著しい自然の関係である」と

して、家庭教育の重要性を主張した。 

続いて執筆した『リーンハルトとゲルトルート』※11では、民衆の経済的

自立のための教育の必要性を主張し、その後『シュタンツ便り』※12、『メ

トーデ』※13、1801年には『ゲルトルートはいかにその子らを教えるか』※14

と教育技術に関する著作を残していく。 

※7 

本来の意味の教育 

 

※8 

事物との接触による経験

的学習 

 

※9 

身体諸器官の発達 

 

※10 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

（ Pestalozzi ・ 1746 ～

1827）スイスのチューリ

ヒ生まれ 

 

 

 

 

※11 

1781～87年。『隠者の夕

暮』で示した考え方を小

説の形式で展開したもの。 

 

※12 

1799年。シュタンツの孤

児たちとの経験を友人へ

の手紙の形で書いた。 

 

※13 

1800年。直観主義に基づ

いた教育方法論 

 

※14 

ゲルトルート児童教育法 
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『ゲルトルートはいかにその子らを教えるか』において、子どもの教育

の目的を、精神的（頭）、道徳的（心）、身体的（手）に調和のとれた発達

の援助とした。これは、Head・Heart・Handの調和的発達の重視という観点

から、3Ｈ'sの思想と呼ばれている。 

またペスタロッチは労働による人格陶冶を唱え、労働による経済的自立

と、それによる余裕からの道徳的人間への成長を説いた。 

そうした労働を通じて感覚器官を磨き、知識を言葉によって教えるので

はなく、感覚器官を通じて教えていくという直観教授の方法を提唱した。 

(5) ヘルバルトの四段階教授法 

ルソーとペスタロッチによって形づくられていった教育思想を、自立し

たひとつの学問レベルにまで体系化したのがドイツのヘルバルト※15である。 

彼は教育の究極の目的を「品性の陶冶」、つまり強固な道徳的性格の形成

にあるとし、その方法を「教授」「訓練」「管理」の3つの概念に区分した。 

そこから1806年、『一般教育学』において以下のように述べ、教授の進め

方として四段階教授法を提唱した。 

『一般教育学』 「教授のない教育などというものの存在を認めないし、

また逆に、教育しないいかなる教授も認めない」 

 

【四段階教授法】 

1 明示（明瞭） 対象を限定することによって、意識の混乱が生じないよ

うにすること 

2 連合 明瞭にした対象とすでに習得している知識を結合すること 

3 系統 連合で経た知識を体系化すること 

4 方法 これらの段階を経た知識を、ほかの事柄に応用すること 

 

この考え方は弟子のツィラー※16やライン※17に受け継がれ、ラインの五

段階教授法（予備―提示―比較―総括―応用）として発展した。 

 

 

※15 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

（Johann Friedrich  

Herbart・1776～1841） 

 

 

 

（Johann Friedrich  

Herbart・1776～1841） 

 

 

 

 

※16 

（Tuiskon Ziller・1817

～1882） 

 

※17 

（Wilhelm Rein・1847～

1929） 
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【教授段階の比較】 

ヘルバルト - 1 明示 2 連合 3 系統 4 方法 

ツィラー 1 分析 2 統合 3 連合 4 系統 5 方法 

ライン 1 予備 2 提示 3 比較 4 総括 5 応用 

(6) フレーベル※18の幼児教育 

現在、庭園・花壇のある幼稚園などで、遊戯・お絵かきなどを中心とし

た幼児教育が行われるようになったのはフレーベルの主張による。 

フレーベルは1826年、『人間の教育』を刊行し、万有内在神論の立場から、

すべての子どもは神性を宿し、これを啓発することが教育の目的であると

主張した。 

彼は植物園での植物管理が、植物の本性に従い、水や肥料を施し、日照

や温度を適度にし、必要に応じて枝打ちなどをするように、教育者も子ど

もの本質に対して受動的・追随的に対応して、その自由で創造的な自己活

動を見守り、保護、助成しなければならないと主張し、そうした教育を行

う場をKindergarten（子ども達の庭＝幼稚園）※19と呼んだ。 

幼稚園における教育は、遊びや作業を中心にすべきであるとして、遊具

を考案し、花壇や菜園、果樹園からなる庭を必ず設置すべきであるとした。 

そして、フレーベルのもう一つの功績は「恩物」と呼ばれる遊具を考案

したことである。「恩物」とは、神からの賜物という意味で、幼稚園におけ

る遊具として活用された。 

(7) ナトルプの社会的教育論 

ナトルプ※20は1899年、『社会的教育学』を著し、その中で人間は人間社

会に生まれて、人間的な社会生活を通じて初めて「真の人間」となること

ができると主張した。 

『社会的教育学』 「人間は、人間社会において初めて人間となる」 

 

教育の根本を知性の陶冶だけではなく、意思の陶冶であるとし、従来の

教育学は個人に対する教育であって、社会のことを考えたものではないと

批判した。 

また科学、道徳、芸術の調和的発展を教育の基本として、教育を社会の

側面から捉えようとする社会的教育学を創始した。 

※18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Friedrich Wilhelm  

August Fröbel・ 1782～ 

1852） 

ドイツのテューリンゲン

州生まれ 

 

※19 

1837年、世界初の幼稚園

として「一般ドイツ幼稚

園」が開設された。 

 

※20 

（Paul Gerhard Natorp・

1854～1924） 

ドイツの哲学者、教育学

者。新カント派に属する。 
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(8) デューイの教育理論 

アメリカにおける進歩主義教育運動（新教育運動）の中心的人物がデュ

ーイ※21である。 

彼は教育を「経験を絶え間なく再組織し改造することである」と定義し

た。そして従来の教科書などを中心に教師によって展開する教育の在り方

を批判し、人は「為すことによって学ぶ」ものであるから（経験主義）、学

習は児童の自発的活動を中心に営まれるべきである（児童中心主義）と主

張した。 

デューイは独自の学校観に基づいて附属実験学校※22を併設して、児童中

心主義などの教育実践を開始し、1899年、『学校と社会』に報告書としてま

とめた。 

この中で児童中心主義を次のように表現している。 

 

『学校と社会』 いまやわれわれの教育に到来しつつある変革は、重力の

中心の移動である。それはコペルニクスによって天体の

中心が地球から太陽に移されたときと同様の変革であり

革命である。このたびは子どもが太陽となり、その周囲

を教育の諸々の営みが回転する。 

 

またデューイは1910年、『思考の方法』において、問題解決学習の理論を

以下のように展開した。 

①子どもの直接経験の中から問題を発見し、主体的に解決できる能力を

身につけさせる 

②批判的反省的思考能力を身につけることをねらいとする 

③問題は現実の社会現象として存在するものが選ばれる 

 

具体的な方法としては以下の5ステップを通して進め、あらかじめ教師が

用意した授業計画に従う学習方法は想定していない。 

①そのテーマに関わる疑問点の抽出 

②その疑問点の整理 

③疑問点解決のための仮説の設定 

④推理によるその仮説の吟味 

⑤調査・実験等による検証 

 

※21 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ John Dewey ・ 1859 ～

1952） 

プラグマティズムの代表

的哲学者 

 

※22 

シカゴ大学内。通称、デ

ューイ・スクール 

 



  

  

9 

教育原理 2023 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もし検証の結果、問題点の解決に至っていないことがわかれば、また新

たな仮説を立てて同様の作業を繰り返し、問題解決に至るまで続ける。 

デューイは、最終的に正しい解決に到達したかどうかは、そこに至る過

程に比べれば重要ではないと捉えた。 

  

2．現代の教授・学習理論 

  

発見学習 ブルーナー

※1 

 教師が知識体系を学習者に示すのではな

く、学習者自らが知識を発見していくこと

を重視した学習方法。 

 1959年、スプートニク・ショックを契機

として、特に理数系科目のカリキュラム改

革を意図して開催されたウッズ･ホール会

議※2の議長を務めた際、その記録を『教育

の過程』として執筆し、発見学習を提唱し

た。 

プログラム

学習 

スキナー※3  スキナー自らが開発したティーチングマ

シンという機器を使った学習方法。 

プログラム学習は個別学習であり、学習

目標に到達するプロセスをどの子どもでも

通過できるように組み立てられたもので、

次の原理により構成される。 

①スモール・ステップの原理※4 

②即時確認の原理※5 

③積極的反応の原理※6 

④自己ペースの原理※7 

⑤学習者検証の原理※8 

 プログラム学習は現在、コンピュータ支

援教育の一環として多用されている。 

※2 

1959年9月、アメリカ、ケ

ープ・コッドのウッズ・

ホールに全米科学アカデ

ミーの呼びかけで34人の

科学者、学者、教育者が

集まって行われた会議。 
 
※3 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（Burrhus Frederic  

Skinner・1904～1990） 
 
※4 

学習内容を小さく分け、

小部分を1つずつ学習して

最終目標に到達する。 
 
※5 

学習者が解答した直後に

正誤を知らせ、確認させ

る（フィードバック）。 
 
※6 

学習者が積極的に取り組

めるようにする。 
 
※7 

個人の学習速度に合わせ

て進行する。 
 
※8 

結果によって学習内容の

良し悪しを判断する。 

※1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Jerome Seymour  

Bruner・1915～2016） 
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完全習得学

習※9 

ブルーム 

※10 

ほぼ全員の学習者に教育内容を完全に習

得させるための学習理論。目標を明確にし、

適切な評価・指導を行うことを目指す。 

ブルームは教育評価を次の3つに分類し

ている。 

①診断的評価 

②形成的評価※11 

③総括的評価 

 完全習得学習によれば、目標を明確にし、

それに基づいて合理的な評価を実施し、適

切な指導を行えば、時間的な差異はあるも

のの、学習者は同一程度までの学習達成が

可能となるとした。 

適性処遇交

互作用※12 

クロンバッ

ク※13 

 学習者の特性や適性との相互作用によっ

て指導法・処遇の効果は決定されるという

理論に基づき、すべての児童・生徒に合う

指導法によろうとはせずに、個々の適性に

応じてその指導法を変えようとする考え方。 

有意味受容

学習 

オーズベル

※14 

 学習者がすでに持っている知識と新しい

内容を関連付け、理解に繋げていく学習方

法。 

 機械的な暗記を強いるのではなく、学習

する内容に意味を持たせて、子ども達に考

えさせたり推理させたりすることができる。 

そのためには知識と新しい内容を関連付

ける予備教材・補助教材の提示※15が重要

であるとした。 

※9 

masterly learning＝マス

タリーラーニング 

 

※10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Benjamin Bloom・1913

～1999） 

 

※11 

学習過程の途中で学習者

の理解度などを確認する

ために行う評価 

 

 

 

 

 

※12 

ATI＝Aptitude  

Treatment Interaction 

 

※13 

（Lee J. Cronbach・1916

～） 

 

 

 

※14 

(David Ausubel・1918～

2008） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※15 

先行オーガナイザー 
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 3．教授・学習理論の革新的な試み 

  

ドルトン・プラ

ン 

 

 

提唱者 

パーカースト※1 

 多人数のクラスでも子ども達の個々の能力を伸ばすこ

とを目的として考案された、個別学習の方式※2。 

 従来の時間割と画一的な一斉授業を廃止し、自由と協

同を基本原理として個別的学習指導を行うとともに、学

校全体をひとつの共同社会とみなして「剛気なる人間」

の育成を目指した。※3 

①小学校4年生以上と中等学校生徒が対象。教

科を主要教科※4と副次教科※5の二群に分

ける。 

②主要教科は午前中に実施。従来の教室での

授業を廃止して、教科別に参考書・教具等

を備えた実験室※6を設ける。 

各実験室にはその教科の専門の教師が在室

し、子ども達への個別指導を行う。 

③午前の学習が終了すると、学級に戻り、進

度の確認、自己評価、学習上の相談や討議

を行う。 

⑤午後は学級で一斉に副次教科を学習する。 
 

ウィネトカ・プ

ラン 

 

 

提唱者 

ウォッシュバー

ン※7 

 ドルトン・プランとほぼ同じ頃、アメリカ・イリノイ

州ウィネトカ町の小・中学校で実践された個別学習の方

式。教科領域の設定、個別学習、学級の解体などの点に

おいてドルトン・プランと類似点が多い。 

①教科を共通基礎教科と創造的集団活動の二

群に分ける。 

②基礎教科は、学級を解体して教師作成によ

る個人別の教材・自己診断テストなどを使

用し、個人のペースで学習を進める。 

③創造的集団活動は、共同研究や創作活動が

重視され、原則として学級単位で行う。子

ども達の関心に沿った取り組みが許容され、

厳密な到達目標などは設定しない。 
 

※1 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Helen Parkhurst・1887

～1973） 

 

※2 

1920年、アメリカ・マサ

チューセッツ州ドルトン

市のハイスクールで最初

に試された。 

 

※3 

日本では、大正11（1922）

年に成城小学校で導入さ

れた。 

 

※4 

国語・数学・理科・地理・

歴史・外国語 

 

※5 

音楽・図画・工作・家庭・

体育 

 

※6 

laboratory 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※7 

（Carlton Wolsey  

Washburne・1889～1968） 
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プロジェクト・

メソッド 

 

 

提唱者 

キルパトリック

※8 

 デューイが提唱した問題解決学習理論をさらに発展さ

せる形での学習指導法を研究し、デューイと共同でプロ

ジェクト・メソッドとして提起した。 

①子ども自らが目的を設定、選択する。 

②学習遂行のための具体的な方法を計画。 

③その計画を実際に遂行する。 

④活動中の進歩と最後の結果を評価する。 

 教師は、①のテーマや問題の設定が適切になされてい

るかを判断する。適切と判断した場合、実施のための計

画や活動に必要な条件の整備、学習者の相談に応じる。

※9 

モリソン・プラ

ン 

 

 

提唱者 

モリソン※10 

 1926年にアメリカで提起された学習指導法。ドルト

ン・プランと同様に生徒の自主的な活動を行わせつつも、

基礎的な要素は確実に考えることが必要であるとした。 

 教科を特性によって5つに分類し、それぞれについて

固有の教授段階を設定する。そのうち、科学型について

は学習単元を組織して以下の5つの段階で展開する。 

①探求 

子ども達がどれだけ予備知識を持っている

かを事前にテストや問答によってチェック

し、学習の動機付けをする段階。 

②提示 

教師が学習内容を子どもに教授する段階。 

③同化※11 

学級全体で目標に向かって学習を進め、子

ども達が教師から学んだ単元を自ら学習し、

理解を図る段階。 

④組織化 

学習単元を子どもが自ら整理する段階。 

⑤発表※12 

学んだ内容を他の子ども達や教師の前で発

表する段階。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（William Heard  

Kilpatrick・1871～1965） 

アメリカの教育学者 

※9 

日本では大正時代後期に

導入され、大正新教育運

動に大きな影響を与えた。 

 

 

※10 

（Henry Clinton  

Morrison・1871～1945） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※11 

（類化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※12 

（反覆） 
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  モリソン・プランは、テスト・評価・指導を繰り返し

て、学習の完全習得を図り、学力の向上をねらうもので

あった。 
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第3節 学習指導の形態と方法 
  

1．学習指導の形態 

  

(1) 教師と児童・生徒等との関係による分類 

講義法  一般的な教育方法。大勢の児童・生徒等を一室に集め、教師

が講義する形態※1。 

説明法  児童・生徒の知性に訴えて、客観的な理解を

促す 

講話法  臨場感豊かに話すことで、想像力に訴えて理

解を促す 

討議法  討議法には、課題討議法、問題解決討議法、発展的討議法な

どがあり、目的に沿った方法を選ぶ必要がある。 

パネル・ 

ディスカッ 

ション 

 公開討論会の一種。4～6名を選び、これらの

代表者が大勢の聴衆を代弁するような形で論議

しあう。 

フォーラム 

 

 

 公開討論会の一種。提案者の意見発表からは

じまり、討論後多数決で賛否を決める。学級会

や全校集会などに適している。 

ディベート 

 

 ある特定のテーマに対して賛成・反対に別れ

て論戦をする形式。討論の参加者は、自己の主

張とは別にどちらかの立場に立つ。論理の展開、

質問の仕方、反論の仕方などを競い合い、最後

に審判が判定を下す。 

問答法 

※2 

 問答法は、子ども達の興味・関心に基づいた積極的な学習活

動を促進しようとする意図のもとに行われる。 

 教師は子ども達の応答に対して正誤をスピーディーに行うと

ともに、応答が完全ではなくとも、その方向が正しければ是認

した上で訂正や補正を加え、子ども達自身の言葉で答えられる

ように誘導することが重要となる。 

 

 

※1 

教師の言語的活動が中心

であり、基本的な知識・

技能を教育するときに有

効な教授法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 

講義法の対になるもの。 

教師からの質問はその目

的が明確で、簡単・明瞭

であり、子ども達の既得

の知識と経験を刺激し、

新たな興味・関心を喚起

できるよう配慮する必要

がある。 
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(2) 児童・生徒同士の関係による分類 

一斉学習 

 

 小学校や中学校において一般的な授業形態。年齢や能

力など共通点の多い子ども達を一室に集め、原則として

一人の教師によって一斉に学習させる方法。※3 

グループ学習 

 

 

 子ども達をいくつかの小集団に分け、それぞれに目標

を持たせて学習活動を展開させる形態。 

①習熟度別編制 

≪メリット≫ 

能力が平均化しているので指導が容易となり、指導能

率や学習効果が上がりやすい 

≪デメリット≫ 

能力の低いグループは子ども達が劣等感を持つことに

よって学習に意欲的に取り組まない危険性がある 

②習熟度別ではない編制 

≪メリット≫ 

能力の低い子ども達が学習意欲を高め、相互に助け合

いながら学習を展開できる 

≪デメリット≫ 

能力の高い子ども達が優越感を持ち、逆に低い子ども

達が劣等感や依存心を抱くこともある 

個別学習  個別学習は、個々の能力、適性、興味・関心に応じて

学習できることが特徴で、以下の2形態がある。 

①学習活動のすべてを個別化 

②一斉授業の中で目的に応じて個別化 

 

 

 

 

 

 

※3 

この学習形態は、いろい

ろな能力や適性をもって

いる子ども達が、統一し

た目的をもって学習を進

めていく際に有効となる。

しかし、子ども達の興味・

関心への配慮が欠け、教

師の押しつけ型の授業と

なりやすい。また平均、

もしくはそれより下位レ

ベルを基準とした授業を

行うことが多く、能力が

上位の子ども達には物足

りない、下位の子ども達

には理解しにくいという

印象を与えがちとなる。 
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2．現代の学習方法論 

  

ティーム・ティ

ーチング 

 

提唱者 

ケッペル※1 

 

 

 

 

 これまでの授業は、原則として1学級1教師という編制

で行われていたが、この方式では2人以上の教師がティ

ームをつくり、それぞれが役割分担し、協力し合いなが

ら指導計画を立て、授業を展開していく。 

≪メリット≫ 

①多くの視点から子ども達の実態を把握できる。 

②教師の専門性や特性を生かし創造的な授業を実施で

きる。 

③多様な学習グループを編制でき、子ども達の実態に

応じた指導が可能となる。 

≪デメリット≫ 

①教師が依存的になり、子ども達への働きかけが滞る。 

②指導目標に沿わない授業になる可能性がある。 

モジュール学習  授業時間を10分・15分などに区切ったその最小単位を

モジュールと呼んでおり、そのモジュールを組み合わせ

て学習を進行させていく。 

 モジュールごとに違う内容を学習する、あるいは反覆

するなどにより、子ども達が飽きることなく、効果的に

学習できるという利点がある。※2 

ジグソー学習 

 

 

提唱者 

アロンソン※3 

 ジグソー学習とは協同学習法の一種で、誰もが発表者

となることで、全員の表現力・思考力を高める有効な学

習方法である。 

①学級の中で4人程度からなるグループ※4を

作り、Ａグループ、Ｂグループ、Ｃグルー

プ……、とする。 

②用意された学習課題の分担を決め、その担

当者がホームグループを離れて、課題1のグ

ループ、課題2のグループ、課題3のグルー

プというように担当ごとにグループを構成

する※5。 

※2 

小（中）学校学習指導要

領（平成29年告示版）総

則には「各教科等の特質

に応じ、10分から15分程

度の短い時間を活用して

特定の教科等の指導を行

う場合において、当該教

科等を担当する教師が、

単元や題材など内容や時

間のまとまりを見通した

中で、その指導内容の決

定や指導の成果の把握と

活用等を責任をもって行

う体制が整備されて いる

ときは、その時間を当該

教科等の年間授業時数に

含めることができること」

とある。 

 

※3 

(Elliot Aronson・1932～） 

 

※4 

ホームグループ 

 

 

 

 

※5 

エキスパートグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 

（Francis Keppel・1916

～1990） 
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③それぞれで課題を検討、結果を出したのち、

構成員はもとのホームグループに戻り、エ

キスパートグループでの結果を報告しあう。 

④ホームグループでは、各自の報告を総合し

てグループとしての結論をまとめる。 

 たとえば、課題1のグループ以外の者は課題1の検討の

過程を知らないことから、他のメンバーが細かく質問を

することで情報交換が必然となり、学習者間のやり取り

が活発に行われることになる。 

 またホームグループでは、その課題に取り組んだ者は

自分一人しかいないため、適切な説明が求められ、責任

感を持った取り組みをするようになる。 

バズ学習※6 

 

提唱者 

フィリップス 

 集団討議の一形式であり、一斉指導による授業の中で、

子ども達が数人のグループ※7をつくり、与えられた課

題について話し合いながら結論を導いていく。 

 学級全体での多人数による討議法の場合、特定の発言

者に片寄りが出たり、受け身の子どもが出てきたりする

が、この方式であれば全員が積極的に参加でき、子ども

達の人間関係も深まり、学習効果が上がる。 

 バズ学習が終わったあとは、一斉授業に戻り、グルー

プでの話し合いの結果を報告したり、それをもとに全体

で討論したりする。 

 

 

※6 

buzz。バズとは、蜂がブ

ンブンうなることを意味

し、この学習形態になる

と、教室がガヤガヤ騒が

しくなることから名付け

られた。 

 

※7 

6人グループで6分間話し

合いをするのが最も効果

的であるということから 

6・6討議とも呼ばれる。 
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     重要キーワード 暗記 ＆ checkシート 

第1章 教育論 

■教育の必要性 

カント ・人間は教育されなければならない唯一の被造物 

野生児 ・アヴェロンの野生児 ・アマラとカマラ 

 

■意図的教育と無意図的教育 

意図的教育 ・意図的、計画的な働きかけ 

無意図的教育 ・自然的な環境や社会的環境 ・意図しない人間形成教育 ・感化 

■訓育と教授 

訓育 ・教科外教育 ・徳育 

→ 訓話などを通して子どもたちの感情や意思などを教育（道徳的な教育） 

教授 ・教材 ・教科教育 ・知育 

→ 知識や技能を、教材などを媒介として伝える教育 

■実質陶冶と形式陶冶 

実質陶冶 ・知識 ・技能 → 教材の実質的な部分、内容を身につけさせる教育 

形式陶冶 ・思考力 ・想像力 ・記憶力 → 精神的な能力を形成するための教育 

■学習の転移 

学習の転移 一つの知識、技能が他の知識、技能の習得を効率的にすること 

■教授・学習の理論 

ソクラテス ・問答法（産婆術） 

コメニウス ・学校改革 ・直観教授 ・『大教授学』 ・『世界図会（絵）』 

ルソー ・自然教育（消極教育） ・子どもの発見 ・『エミール』 

ペスタロッチ ・3Ｈ’s法 ・開発教授 ・『隠者の夕暮』「玉座の上に～」 ・労作教育 

ヘルバルト ・四段階教授（明示/連合/系統/方法） ・『一般教育学』 

ライン ・五段階教授（予備/提示/比較/総括/応用） 

フレーベル ・幼児教育 ・幼稚園 ・恩物（遊具） ・『人間の教育』 

ナトルプ ・『社会的教育学』 ・「人間は、人間社会によってのみ人間になる」 

デューイ ・経験主義 ・児童中心主義 ・問題解決学習 ・子どもが何をするか 
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■現代の教授・学習理論 

発見学習 ブルーナー ・系統、問題解決 ・教育の過程 

→ 学習者自らが知識を発見していくことを重視 

プログラム学習 スキナー ・スモールステップ ・フィードバック  

・eラーニング 

→ ティーチングマシンと結びつけた個別学習の方法 

完全習得学習 

 

ブルーム ・マスタリーラーニング ・形成的評価 

→ ほぼ全員の学習者が教育内容を完全に習得するための学習

理論 

適性処遇交互作用 クロンバック ・ATI 

→ 個々の適性に応じて指導方法（処遇）を変える 

有意味受容学習 オーズベル ・先行オーガナイザー ・予備教材 

→ 学習者がすでに持っている知識と新しい内容を関連付けて

理解させる 

■教授・学習理論の革新的な試み 

ドルトン・プラン パーカースト ・主要教科と副次教科 ・実験室 ・成城小学校 

ウィネトカ・プラン ウォッシュバーン ・共通基礎教科と創造的集団活動 

プロジェクト・メソッド キルパトリック ・生徒による目的－実行－評価 

モリソン・プラン モリソン ・学習単元 ・探求－提示－同化－組織化－発表 

■現代の学習方法論 

ティーム・ティーチング ケッペル ・複数教師によるティーム編成 

モジュール学習  ・小スキット（10～15分） 

ジグソー学習 アロンソン ・ホームグループ ・エキスパートグループ 

バズ学習 フィリップス ・6人6分討議  

 

 

   

 


